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■　園遊会のような通夜　 ［東京都　主婦　60歳］ 
昨年の秋、我が家の長男が急性心臓死で亡くなった。我が家をこよなく愛し、親達の面倒をみるのは当然だ
と同居を自ら申し出ていた息子。心優しい思いやりのある息子がある朝急逝。信じられない出来事であった。
葬儀社の方を呼び、式場はどこにするかが問題になった。今はお寺様か斎場でするのが多いとか。掛かる費
用は同じで、狭い家で行うのは大変だからという。お寺でなさったらどうですかと再三言われたのだが、息
子を一日でも多く我が家に置いてやりたい親心で、自宅で執り行う事に決定した。葬儀社はたまたま葬儀が
重なり人手不足で洋間の家具一切や道具類を外に出すことは大変な事で、全部親戚の方たちが手伝って庭に
出してくれた。それでも８畳間の式場ではいっぱいで、ご住職にお座り頂く所と、左右に私共両親と娘がご
挨拶のために座る所だけ。しかし、立派な祭壇が出来た。
通夜のお客様には、正面の庭に葬儀社が準備した椅子を並べて、掛けて頂いた。涼風の心地良い季節でもあ
って、通夜のお客様はほどんどが庭で読経を聴き、哀調を帯びた御詠歌の涙をそそる何とも言えない心に染
み渡る通夜の儀式であった。お清めはそのまま庭の木立の中でビールにお寿司程度を召し上がって頂き、さ
ながら園遊会のような通夜であった。高校時代の先生方、同級生、大学時代の友人など皆様去りがたく、旅
行、サークルの写真など持参して下さって話は尽きなかった。
庭からの焼香、行き交う通夜のお客様、ご近所の皆様方の姿を拝見し、我が家から出して良かったとつくづ
く思った。感謝の気持ちでいっばいだった。
告別式では、若い人の場合、弔辞はいらないと言われたが、同年輩の義兄が心暖まる愛情のこもったお別れ
の言葉を述べて下さった。最後に息子の好きな音楽を流して葬送曲とした。ささやかな葬儀ではあったが、
息子もさぞ満足してくれたであろうと思う。

■　お経代わりの朗読を　 ［和歌山県　男性　88歳］ 
私は当世の僧達が、大学で仏教学を学んで、その道に詳しいが、肝心の「修業」を怠っており、世襲が多く、
僧としての内容に乏しく、極楽行きの咒いか切符発行者を渡世にしている体に不満を抱いているので、自分
の葬式には僧を、世間はその僧の参列の多少を持って盛儀を伝々したり、参列の僧は、その座の僧達の、袈
裟比べを内心している姿や、お布施の多少で、お経が長くなったり、短くなる事に批判していますので、僧
は形式的に来てもらうが、唯一人にして、後は自分流にやってみます。但しこれだけでは、世間の口がやか
ましい当世のこと、遺族が迷惑しますので、この事を遺言状に書き、先ず「本日の葬儀は故人の遺言によっ
て執り行う」と、司会者から葬儀に先だって一言述べさします。経の内容は一般的には、それが漢音で棒読
みされるので解る筈がなく、単に極楽行きの呪文のように思えるので飽き足りません。葬儀に一人の僧も無
いのは寂しいので菩提寺の僧一人だけ来てもらうだけとします。お経が長いので参列者がうんざりすること
が多いので、心経だけとします（摩訶般若波羅密多心経）あとは、生前に最も親しかった友に頼んで、鴨長
明の「方丈記」最初の所をゆっくりと朗読してもらいます。
次に、も一人の親友に、芭蕉の「奥の細道」の書き出しを読んでもらいます。そして時間のあいには、生前
愛していた曲をヴァイオリンの独奏をやってもらいます。「トロイメライ」「ユモレスク」２曲です。その
あと、生前に吹き込んでおいたテープで「自分の生前の頂いた友情や当日の参葬の礼を述べ、また遺族への
変わらぬ友情をお願いします。そして心経を時々唱え、最後に大きい声で「サヨナラ」を連呼します。また、
アメリカの葬儀で見たように、遺体の寝棺の顔の所にガラスをはめてそこで参列者が最後の対面をして、線
香の代わりに手に手に小菊を一枚づつ、棺の上に捧げてもらいます。家系の山本主膳康忠が、南紀の一城の
主、豪族であった事の誇りを持ち、正しく清く、強く生き抜く事を、信条とするよう、家系をプリントして、
子、孫たちに漏れなく配り、私の命日に、それをそれぞれ仏壇の前で朗読するようにしています。また自分
の詩集「いろは経」の中の一部を、会食前に全員で朗読するように命じています。骨は両親や弟の墓の中に
入れてもらいます。一切の弔花、樒（しきみ）等は予め断り、香典は頂いて、まとめて市内の善意銀行に寄
付します。書籍はまとめて、市内の善意銀行に寄付します。これらの事、一切を遺言状に書きこれを実行す
ることが最後の「親孝行」と命じておきます。
遺産相続は、子孫の名を列記して、それぞれに与える。土地、家屋、価値を明記しておきます。大事にして
いた芥川龍之介から貰った手紙は次男へ、南方熊楠の手書きの原稿は長女に与えます。  
  


